
プロジェクトテーマ：太陽光発電の高性能化 

          太陽光発電の発電電力を上げる。 
目的 

太陽光パネルによる反射光が、海式太陽光発電装置の外
部に漏れず、海式太陽光発電装置の内部で拡散された。そ
のため、太陽光パネルに照射した光が電気に変換される比
率が増え、発電電力が平面時と比較して７．９８倍になった。 
 

検証結果の考察 

測定方法 太陽光パネルによる発生電力の測定 
＜実験方法＞ 

電流計と電圧計を海式太陽光発電装置に
接続し、光電池用光源で光を当てて、電流
と電圧を測定する。 

測定した電流と電圧から発生電力を求め
る。 

測定時は各因子を１つずつ変化させる。 

           ＜因子＞ 

        ・角度 ・光源に対する距離 

        ・高さ ・取り込み口の大きさ 

        ・フレネルレンズの有無  
 

検証結果 
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すべての因子が取り込まれる光の量に
関係していることから、高さを因子とし
たときの結果を代表例として取り上げ
た（図２）。 

 

＜結果＞ 

・光の取り込み量によって発生電力が
変化し、光量が減少すると、発生電力
が減少する。 

・平面発電と海式太陽光発電の単位面
積当たりの発生電力（光源と太陽光パ
ネルの距離 ２０ｃｍ）を比較すると、７．
９８倍になった（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図１ 実験モデル 
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図２ 光源の高さと発生電力の関係（海式） 
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図３ 平面発電と海式太陽光発電の比較 

（光源とパネルの距離２０ｃｍ） 
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